
防
研
セ
ミ
ナ
ー

時
代
を
読
み
解
くシリ

ー
ズ

防

研

セ

ミ

ナ

ー

　１９７３（昭和�）年生まれ、千葉県出身。東京

大学法学部卒業、�年運輸省（現国土交通省）

入省、２００５年防衛研究所入所。米コロンビア大

学大学院修士課程、英オックスフォード大学大

学院博士課程。政治学修士。専門分野は政軍関

係論、組織論。近著に「文官・軍人一体型国防

省の意思決定――イギリス国防省における対イ

ラク軍事的オプションの選択」（『安全保障戦

略研究』第４巻第２号、２０２４年）。

テーマをさらに深掘り

「防研セミナーブリーフィング」

　執筆者の助川室長が今回

のテーマをさらに深掘りし

て解説し、防衛省職員と突

っ込んだ議論を行う「防研

セミナーブリーフィング」

が３月�日（月）午後３時

～４時まで、市ヶ谷のＦ１

棟６階「国際会議場」で開

かれます。参加者・聴講者

は隊員に限定します。ご興

味ある方は奮ってご参加く

ださい。▽問い合わせ＝防

研企画調整課�―３２６８―３１

１１（内線２９１７７）まで。

戦

陣

切

っ

た

英

国

特

筆

さ

れ

る

貢

献

　

２

０

２

２

年

２

月

に

ロ

シ

ア

が

ウ

ク

ラ

イ

ナ

へ

の

侵

略

を

開

始

し

て

か

ら

２

年

が

経

過

し

よ

う

と

し

て

い

る

。

ウ

ク

ラ

イ

ナ

は

緒

戦

を

よ

く

耐

え

、

翌

�

年

夏

に

は

反

攻

に

転

じ

た

も

の

こ

う

ち

ゃ

く

の

、

戦

況

は

膠

着

気

味

と

も

言

わ

れ

る

。

　

欧

州

連

合

（

Ｅ

Ｕ

）

は

５

０

０

億

ユ

ー

ロ

の

金

融

支

援

を

ウ

ク

ラ

イ

ナ

へ

提

供

す

る

合

意

形

成

に

日

数

を

要

し

た

。

米

国

で

も

ウ

ク

ラ

イ

ナ

支

援

に

対

し

て

共

和

党

内

の

反

対

が

強

く

、

連

邦

議

会

は

関

連

法

案

を

ま

と

め

き

れ

ず

に

い

る

。

　

ロ

シ

ア

と

の

戦

い

が

消

耗

戦

の

様

相

を

呈

す

る

に

つ

れ

、

諸

外

国

の

支

援

な

し

に

は

戦

う

こ

と

の

難

し

い

ウ

ク

ラ

イ

ナ

は

正

念

場

を

迎

え

て

い

る

。

　

こ

の

よ

う

な

中

、

ウ

ク

ラ

イ

ナ

に

対

し

て

特

筆

す

べ

き

貢

献

を

行

っ

て

い

る

の

が

英

国

で

あ

る

。

今

年

１

月

�

日

、

英

国

は

ウ

ク

ラ

イ

ナ

と

安

全

保

障

協

力

協

定

を

結

び

、

今

後

�

年

に

わ

た

り

、

軍

事

支

援

に

加

え

て

、

海

上

、

サ

イ

バ

ー

、

情

報

、

防

衛

産

業

な

ど

の

分

野

で

協

力

す

る

旨

を

取

り

決

め

た

。

　

昨

年

７

月

に

リ

ト

ア

ニ

ア

で

開

催

さ

れ

た

北

大

西

洋

条

約

機

構

（

Ｎ

Ａ

Ｔ

Ｏ

）

首

脳

会

合

の

機

会

に

、

先

進

７

カ

国

（

Ｇ

７

）

は

そ

れ

ぞ

れ

が

ウ

ク

ラ

イ

ナ

に

対

す

る

長

期

的

支

援

に

取

り

組

む

共

同

宣

言

を

発

出

し

て

い

た

。

今

般

の

協

定

に

よ

っ

て

、

英

国

が

Ｇ

７

の

先

陣

を

切

る

こ

と

と

な

っ

た

。

訓

練

や

装

備

品

等

実

質

性

高

い

支

援

　

協

定

の

署

名

に

当

た

り

、

英

国

の

ス

ナ

ク

首

相

は

ウ

ク

ラ

イ

ナ

の

ゼ

レ

ン

ス

キ

ー

大

統

領

に

�

億

ポ

ン

ド

規

模

の

軍

事

支

援

を

表

明

し

た

。

長

距

離

ミ

サ

イ

ル

や

砲

弾

の

供

与

の

ほ

か

、

ウ

ク

ラ

イ

ナ

の

防

空

能

力

の

強

化

な

ど

が

行

わ

れ

る

。

少

な

く

と

も

２

億

ポ

ン

ド

が

ド

ロ

ー

ン

の

調

達

と

生

産

に

充

て

ら

れ

、

英

国

政

府

に

よ

る

と

、

同

国

は

ウ

ク

ラ

イ

ナ

に

対

す

る

最

大

の

ド

ロ

ー

ン

供

給

国

と

な

る

。

　

２

０

２

２

年

以

降

、

英

国

が

約

束

し

た

支

援

総

額

は

１

２

０

億

ポ

ン

ド

に

上

り

、

こ

れ

は

米

国

、

ド

イ

ツ

に

次

ぐ

規

模

で

あ

る

。

う

ち

�

億

ポ

ン

ド

を

占

め

る

軍

事

支

援

に

お

い

て

、

英

国

は

ウ

ク

ラ

イ

ナ

に

戦

車

（

チ

ャ

レ

ン

ジ

ャ

ー

２

）

と

巡

航

ミ

サ

イ

ル

（

ス

ト

ー

ム

シ

ャ

ド

ウ

）

を

供

与

し

た

最

初

の

国

で

あ

る

と

自

認

し

、

他

に

も

多

連

装

ロ

ケ

ッ

ト

シ

ス

テ

ム

「

Ｍ

２

７

０

」

や

自

走

榴

弾

砲

「

Ａ

Ｓ

�

」

な

ど

の

殺

傷

性

あ

る

装

備

品

を

供

与

し

て

い

る

。

各

国

同

様

、

英

国

の

支

援

も

間

接

支

援

で

は

あ

る

が

、

こ

れ

ら

の

装

備

品

は

ウ

ク

ラ

イ

ナ

が

戦

い

続

け

る

上

で

必

要

性

の

高

い

も

の

で

あ

る

。

　

同

時

に

ソ

フ

ト

面

で

広

範

な

能

力

構

築

支

援

を

行

っ

て

い

る

点

に

、

英

国

に

よ

る

支

援

の

実

質

性

が

う

か

が

え

る

。

一

例

が

ウ

ク

ラ

イ

ナ

兵

の

訓

練

プ

ロ

グ

ラ

ム

で

、

前

述

の

装

備

に

関

す

る

訓

練

、

新

兵

に

対

す

る

訓

練

、

戦

闘

機

パ

イ

ロ

ッ

ト

要

員

に

対

す

る

訓

練

な

ど

を

英

国

内

で

実

施

し

て

い

る

。

　

こ

の

プ

ロ

グ

ラ

ム

に

は

カ

ナ

ダ

や

デ

ン

マ

ー

ク

、

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

な

ど

�

カ

国

が

教

育

す

る

側

と

し

て

参

加

し

、

こ

れ

ま

で

６

万

人

超

に

も

達

す

る

ウ

ク

ラ

イ

ナ

兵

の

訓

練

を

終

え

た

。

英

国

は

ウ

ク

ラ

イ

ナ

支

援

を

リ

ー

ド

す

る

国

で

あ

る

と

言

っ

て

よ

い

。

英

国

国

内

の

関

心

「

ガ

ザ

」

等

で

低

下

も

　

し

か

し

、

懸

念

が

な

い

わ

け

で

は

な

い

。

英

国

民

は

ウ

ク

ラ

イ

ナ

戦

争

の

長

期

化

を

想

定

し

始

め

て

い

る

。

　

昨

年

�

月

以

降

、

英

国

で

の

国

際

報

道

は

ほ

と

ん

ど

と

言

っ

て

よ

い

ほ

ど

ガ

ザ

の

紛

争

を

は

じ

め

と

す

る

中

東

情

勢

に

取

っ

て

代

わ

ら

れ

た

。

物

価

、

移

民

、

Ｎ

Ｈ

Ｓ

（

国

民

保

健

サ

ー

ビ

ス

）

と

い

っ

た

経

済

・

社

会

問

題

の

存

在

も

大

き

い

。

国

民

の

ウ

ク

ラ

イ

ナ

に

対

す

る

関

心

が

低

下

す

る

恐

れ

は

あ

る

。

　

安

全

保

障

政

策

上

の

課

題

を

指

摘

す

る

声

も

上

が

る

。

２

０

２

１

年

に

策

定

さ

れ

た

国

家

戦

略

「

統

合

見

直

し

」

は

、

英

国

う

た

の

グ

ロ

ー

バ

ル

な

関

与

を

謳

っ

て

い

る

が

、

必

要

な

資

源

を

十

分

に

投

入

し

て

い

な

い

と

い

う

批

判

で

あ

る

。

　

こ

う

し

た

状

況

で

の

ウ

ク

ラ

イ

ナ

支

援

が

英

国

軍

の

態

勢

に

悪

影

響

を

及

ぼ

さ

な

い

か

懸

念

す

る

向

き

は

存

在

す

る

。

「

チ

ャ

レ

ン

ジ

ャ

ー

２

」

の

供

与

に

つ

い

て

、

サ

ン

ダ

ー

ス

陸

軍

参

謀

長

は

一

時

的

に

せ

よ

「

陸

軍

が

弱

体

化

」

し

か

ね

な

い

こ

と

を

認

め

た

。

　

そ

れ

で

も

英

国

の

ウ

ク

ラ

イ

ナ

政

策

は

揺

る

が

な

い

と

み

ら

れ

る

。

首

相

が

立

て

続

け

に

交

代

し

て

も

、

ウ

ク

ラ

イ

ナ

支

援

の

姿

勢

は

維

持

さ

れ

た

。

　

ス

ナ

ク

首

相

と

シ

ャ

ッ

プ

ス

国

防

相

は

ウ

ク

ラ

イ

ナ

が

必

要

と

す

る

支

援

を

継

続

す

る

と

強

調

し

て

い

る

。

シ

ャ

ッ

プ

ス

国

防

相

は

自

身

の

家

庭

に

ウ

ク

ラ

イ

ナ

避

難

民

を

受

け

入

れ

て

お

り

、

彼

の

信

念

を

感

じ

る

こ

と

が

で

き

る

。

露

を

脅

威

と

定

義

防

衛

支

出

増

額

へ

　

ウ

ク

ラ

イ

ナ

戦

争

は

英

国

の

防

衛

政

策

の

根

幹

た

る

欧

州

防

衛

に

密

接

に

関

わ

る

。

英

国

は

ロ

シ

ア

を

「

最

も

明

確

な

脅

威

」

と

定

義

し

、

ま

た

ウ

ク

ラ

イ

ナ

の

安

全

は

英

国

の

安

全

で

も

あ

り

、

ロ

シ

ア

に

よ

る

侵

略

と

占

領

は

欧

州

の

安

全

を

破

壊

す

る

試

み

で

あ

る

と

位

置

づ

け

て

い

る

。

�

年

に

改

訂

し

た

「

統

合

見

直

し

」

で

は

防

衛

支

出

を

Ｇ

Ｄ

Ｐ

比

２

・

５

％

水

準

へ

増

額

す

る

方

針

が

打

ち

出

さ

れ

、

防

衛

力

の

充

足

と

強

化

の

ペ

ー

ス

が

今

後

の

ポ

イ

ン

ト

と

な

る

。

　

今

年

、

英

国

で

は

総

選

挙

が

行

わ

れ

る

。

与

党

保

守

党

の

支

持

率

は

労

働

党

に

逆

転

さ

れ

、

約

�

ポ

イ

ン

ト

の

差

を

付

け

ら

れ

て

い

る

。

た

だ

、

労

働

党

の

ス

タ

ー

マ

ー

党

首

は

昨

年

２

月

に

キ

ー

ウ

で

ゼ

レ

ン

ス

キ

ー

大

統

領

と

会

談

し

、

政

権

が

交

代

し

て

も

英

国

の

ウ

ク

ラ

イ

ナ

に

対

す

る

支

援

に

変

わ

り

な

い

こ

と

を

伝

え

て

い

る

。

ス

タ

ー

マ

ー

党

首

は

ス

ナ

ク

政

権

の

安

保

協

力

協

定

と

軍

事

支

援

も

支

持

し

た

。

す

う

せ

い

　

世

界

秩

序

の

趨

勢

を

左

右

し

兼

ね

な

い

今

年

の

選

挙

は

何

と

い

っ

て

も

米

国

の

大

統

領

選

挙

で

あ

る

。

シ

ャ

ッ

プ

ス

国

防

相

は

２

０

２

４

年

が

ウ

ク

ラ

イ

ナ

の

行

く

末

を

決

め

る

年

に

な

る

と

の

認

識

を

示

し

て

い

る

。

　

英

国

は

、

米

国

を

は

じ

め

と

す

る

各

国

と

連

携

し

つ

つ

、

場

合

に

よ

っ

て

は

国

際

支

援

の

エ

ン

ジ

ン

役

と

し

て

、

ウ

ク

ラ

イ

ナ

へ

の

関

与

を

継

続

す

る

任

に

当

た

る

こ

と

に

な

ろ

う

。


